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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2007．5．23
問　次の（　　　　　　）内に適当な語句や人名を入れよ。
徳川慶喜の大政奉還は、幕府の当面の危機を乗り切る有効な手立てとなった。
しかしこのあと、討幕派は起死回生（①　王政復古　）クーデターに打って出、再び政局は動乱の様相を呈する ことになった。
（②　公議政体論　）は、政治を公の議論によって決めていこうとするものである。
徳川慶喜の大政奉還の発想につながり、また五箇条誓文にもうけつがれることになった。
（③　政体書　　）体制は、三権分立を取り入れるなどアメリカ憲法にならったものであった。しかし、議政局上局トップの議定と行政官トップの輔相を同一人が兼ねるなど、表面的なものにとどまった。
（④　太政官　　）は、古代律令制に依拠した官制であった。天皇親政をたてまえとしつつ、実力者の維新功臣をどの位置に置くか、試行錯誤を重ねた。
明治６年政変の結果、いわゆる征韓派の参議たちは一斉に下野した。西郷を除く、江藤新平・板垣退助・副島種臣・後藤象二郎らは（⑤　民撰議院設立建白書　）を提出し、自由民権運動のきっかけとなった。
明治１０年立志社の建白は、民力休養＝（⑥　地租軽減　）の要求を、士族結社としてはじめて掲げた。これをきっかけに民権運動は農民層まで及び、全国的規模で展開されることとなった。
民権左派の憲法構想、すなわち（⑦　植木枝盛　　）案や立志社草案は、①１院制、②立憲君主制、③自由権など人権規定が充実している、などの特徴を備えていた。
（⑧　明治14年政変　）は、来るべき憲法の構想を決定づけた一大政変であった。すなわち議院内閣制＝君民共治の憲法構想を投げ捨て、プロイセン流の外見的立憲構想に依拠することとなった。
（⑨　森有礼　）の「臣民の分際」論を伊藤博文が排したのは、欧米から日本が立憲主義の憲法を制定したと評価されるためには、国際的最低水準は満たさねばならなかったという事情を物語っている。
明治憲法は、立憲的にも、非立憲的にもいずれにも読め、とくに第4条はこのような曖昧さを多分に残していた。のちにこの点を巡って、天皇主権説に立つ穂積八束と（⑩　天皇機関説　　）に立つ美濃部達吉が論争することになる。
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